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李之藻（1565～1630）は、中国明代の官僚・科学者である。彼は杭州・仁和の人であり、

字を振之または我存といい、号は涼庵ないし涼庵居士といった。李之藻は科挙の試験にお

いて、29 歳で挙人に合格し（1594 年）, 33 歳で進士に合格している（1598 年）。李之藻が

北京での試験の後の赴任先は南京であり、その官職名は工部（建設省）営繕司員外郎だっ

た。当時、県知事の職は七品だったが、工部員外郎は五品官に相当した。李之藻の最高の

官位は監督軍需、光禄寺卿であり、工部の都水清吏司を兼任していた。それは正四品官に

相当する位である。 
 本論文では、李之藻の天文学・数学上の事績と、彼の科学思想について論ずる。李之藻

は、明末に、西洋科学、特に天文学・数学の中国への導入にあたって大きな役割を果たし

た。本論文の始終では、李之藻の科学思想形成の過程や彼が中西数理天文学の出会いの中

に学問理念という二つのラインについて論ずることの意義をあきらかにしてゆきたい。 
李之藻の科学思想形成の過程とは、儒者の李之藻が科学的実践に陽明心学の実験精神を

先導とする初期思想で、そして、李氏は彼の師のマテオ・リッチと出会って、イエズス会

のローマ学院の出身のリッチが持ってきたローマ学院の数学教育の革新思想を受けて、中

西の数学、天文学を長期に研究、中西の暦学の差異を比較した後、競争の概念を彼の科学

思想に導入したのである。晩年の李之藻の科学思想は西洋の宇宙論と論理学を訳し、研究

した上に、かなりの高いレベルの科学哲学に達したのである。これは筆者が本論文の第一

部で論述したいことである。 
本論文の第二部では、中西数理天文学の出会いの中の李之藻の学問理念を論述したいこ
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とである。即ち、ローマ学院の数学教育の有用性と確実性の学問理念は李之藻が訳した西

洋の数学、天文学などの訳本に影響したことである。本論文では李之藻が独特の学問方式

で西洋の筆算と幾何学を演習することを紹介するだけではなく、まだ、筆者は十数年間で

天文学を勉強、実験したことによって、中国の数理天文学を歴史的に論述し、そして、現

代天体測量学と数学誤差理論でマテオ・リッチが口述、李之藻が筆記された天体測量学の

基本概念と観測データの学術価値を分析する上に、李之藻は明末の改暦を中心とする天文

学の歴史地位を確認したいである。 
 以上の李之藻の科学思想と学問理念などを説明するために、本論文では二部十章を分け

て以下の内容について論ずることである。 
李之藻の科学思想についでは、本論の第一部五章で詳しく論及する。 
十六世紀の初頭、中国の社会文化の主流である儒学について、深い影響を及ぼす学術論

争が起こった。その論争の実質は、儒家の内部における保守的な勢力と革新的な勢力との

間の、哲学的な思想論争であった。それぞれの哲学思想を代表したのは、前者は朱子理学

であり、後者は陽明心学であった。朱子理学と陽明心学は、いずれも形而上学に属するが、

陽明心学の場合、自然の存在と実験精神をより強調する。 
 本論文で主要な人物として取り上げる明末の改革派の李之藻や徐光啓は、そうした哲学

の理論闘争の影響を受けて、陽明心学の熱心な理解者となった。陽明心学の革新思想は、

李之藻の初期の科学的実践にとって、それを先導する思想となっていた。 
この明末の儒学の新旧学派の思想論争の時代に、四角い頭巾をかぶり、儒服を着たイエ

ズス会士マテオ・リッチ（中国名：利瑪竇）が、中国に現われた。彼は、「耶儒（キリスト

教と儒学）結合」の方略を自由自在に運用することにより、イエズス会による中国での布

教活動を成功させただけでなく、地理学、数学、天文学などの西洋科学を中国に根づかせ

るべく努めた。 
 中国と西洋の間で起こった文化的衝突を分析する時に、マテオ・リッチの「耶儒結合」

の方針の形成背景と過程を研究することは、非常に重要なことである。マテオ・リッチが

既定した科学布教思想を研究するとは、明末の東西文化の交流史を客観的に分析、評価す

る価値があることだと思うである。 
 布教という目的をもち、マテオ・リッチは中国人に、ヨーロッパ中世・ルネサンスの科

学上の成果を紹介した。北京での十年間(1601－1610)に、リッチにとって、莫逆の交わり

の李之藻と知り合ったことである。李之藻は、この十年間にカトリックの教徒ではなかっ

たが、リッチの「耶儒結合」という布教思想をよく理解したし、リッチがローマ学院時代

から形成してきた科学改良の思想を、十分に受容した。李之藻らの士大夫の協力を得て、

リッチは、西洋の地理学、筆算、ユークリッド幾何学とプトレマイオス天文学を中国に紹

介した。当時のユークリッド幾何学は、ヨーロッパを代表する科学であり、リッチの師の

クラヴィウスにより改良された内容であった。 
 李之藻の科学思想が発展する二つの重要な階段である。 
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一つの段階としては、1614 年に、明朝の欽天監は従来の暦法による天象の誤報が度重なり、

朝野では改暦の議論が盛り上がっていた。十数年間に西洋の科学を学び続けていた李之藻

はこの機会に臨んで改暦への意欲を見せていた 
李之藻は、皇帝に宛てた奏文のなかで、まず、中国の天文暦学の発展を阻害した根本の

原因を指摘しているのである。そして、李之藻は長期にわたり、中国の従来の天文や暦法

に関する文献や資料を渉猟したことによって、前人が定めた暦法を盲信せず、中西の暦法

の基本となる理論を説明した。このように李之藻は、中華科学の本位主義から脱却してい

たが、西洋科学の優越性を絶対視する教条主義に陥ったのでもなく、中西の暦法の長所を

採用すること、と主張するものだった。 
李之藻は更に、中国の科学者が天象などの自然現象の表現を重視する科学方法を分析、

批判する上に、「その然る所以の理」など西洋の科学思想を論じたことである。彼はまた、

冷静に東西科学を比較し、中西の科学に落差があることを認識した前提として、一歩進み

に、優劣の比較という競争概念を導入したのである。筆者は李之藻の奏文を分析する上に、

彼の科学思想の特徴を論じたいである。 
もう一つの段階は李之藻の晩年時期（1622 年―1630 年）の科学思想である。その時期は、

李之藻が宮廷内の権力闘争に嫌気がさすので、官を辞し、杭州の自家に帰って、数人のイ

エズス会士と一緒に西学の研究グループを創ったことである。この段階は李之藻の科学思

想が発展した最高程度である。筆者は、李之藻の西洋の論理学の訳著と彼が主編した西学

の総合的な叢書を分析して、李之藻が西洋の科学哲学と科学思想を理解する深さを検討し

たいである。 
本論文の第二部五章では、李之藻が中西数理天文学の出会いと中国の天文学体制の転換

のポロセス及び、彼の学術的な歴史作用と地位を論じたいである。 
李之藻は彼の師のマテオ・リッチから西洋数学が教えてもらって、クラヴィウスの注解

した数学書を訳する時に、ただ、リッチが口授、自分が筆記する直訳の方式ではなく、彼

は自分のユニークな学問方式で、中西の数学の中身を歴史的に思考、比較したうちに、中

西の数学の内容に付く比較数学書が完成したことである。それは、彼がリッチと共訳する

名義で訳著した『同文算指』である。 
『円容較義』とは、李之藻が師のマテオ・リッチの下に天文学、幾何学を演習した時に、

自分の勉強体会によってノート形式で書いた数学書である。この書では球面天文学におけ

る数学の基礎部分を描写するものがあるし、クラヴィウスの平面、立体幾何学を解析する

ものもあることである。李之藻がマテオ・リッチとともに西洋の数学を演習した幾何学の

ノート、『円容較義』を検討することにより、李之藻が実質的に幾何学に接触したことがあ

るという事実が明らかになった。また、李之藻が、清の数学者の李善蘭より 200 年以上に、

西洋の立体幾何学の概念を中国人に紹介していたことも明らかになった。 
マテオ・リッチが紹介したプトレマイオス天文学は、西洋では千数百年の歴史をもつが、

中国の士大夫にとっては、極めて新奇なものだった。李之藻は明末の改暦を提唱する西学
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の代表人物として、彼は西洋の天文学を大変に力が入れたそうだが、筆者は李之藻の天文

学翻訳書―『渾蓋通憲図説』を現代の天体測量学で詳しく分析して、その書に論じた中西

の天文座標、天文学の基本概念から、彼が当時に観測して残っている観測データまでにチ

ックする上に、李之藻の天文学思想と学問水準を確認してみたいである。この部分は筆者

が一番力に入れた章節である。 
 本論では、この『渾蓋通憲図説』を分析する過程で、李之藻が中国暦学の二十四気・十

二次を、西洋暦学における十二宮と混同していた事実を明らかにした。従来の中国天文学

には、黄道座標の概念が存在しておらず、李之藻が黄道十二宮をよく理解できなかったこ

とが彼の混同の理由である。李之藻は、西洋の地平座標を利用して、中国の地平座標の概

念の不完全性を指摘した。それと同時に、彼は、明代の中期以降、朝廷の欽天監がしばし

ば日月食の誤報を行った根本的な原因が、当時の欽天監の役人の経度差（時差）と緯度差

（地平高度差）に関する認識不足にあったことを指摘した。 
  赤道座標の起点や、経度の測量方法についても、中西の天文学では見解が異なってい

る。李之藻は調和的な方法により、その食違いを回避したが、そこには中華文化主義の影

響を看取することが出来る。また、李之藻の観測記録にたいし定量分析を加えることによ

り、彼のデータが質的にかなり荒かったことが明らかになった。しかし、彼は、西洋の天

文座標と観測方法を用いて、精度は荒いにせよ天体を観測し、西洋の天文学は明代の欽天

監が採用した天文学よりも合理であることを証明した。これは、李之藻が西暦の採用を提

唱し、中暦の改造を進める重要な根拠となった。要するに、李之藻は、天文観測者として

ではなく、改暦の提唱者として、また西洋の天文学を積極的に吸収する天文理論家として、

より大きな役割を果たしたのである。 
李之藻らの進歩的な士大夫は、中国と西洋の天文暦算の優劣を、系統的に比較しながら、

研究していった。さらにそれを前提とし、中西の科学の差異を認識し、中国の科学がたち

遅れた原因を根本的に総括したのである。彼らが提起したのは、「因性から超性に達し」「会

通〔融合〕から超勝を求める」べく、まず西学を学習し、西学と融合し、やがて西学を超

越するという、優劣の比較の思想であり、スローガンであった。 
 明末の思想環境の中には、そうした優劣の比較の概念をさらに育てていく土壌はなかっ

た。しかし、この時期に、少なくとも、李之藻や徐光啓など、中国の伝統的な天文学で満

足せず、生涯をかけて奮闘した科学の先駆者たちが現れ、明朝の 300 年にわたる科学の禁

錮を打破し、中国の天文学を世界の天文学の潮流に晒したのであった。 
 
  

 


